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会合議事録  
 

研究会名：結晶化学研究会 

日	
 	
 時：2012年 8月 26日 16:10-18:40 

場	
 	
 所：大阪大学吹田キャンパス R4棟（材料開発・物性記念館）３階談話室 

出席者：（議事録記載者に下線） 

 Naumov, Panče (NYU Abu Dhabi) 

 小澤 芳樹 (兵庫県立大学) 

 尾関 智二 (東京工業大学) 

 木村 滋 (高輝度光科学研究センター) 

 清谷 多美子 (昭和薬科大学) 

 杉本 邦久 (高輝度光科学研究センター) 

 鳥海 幸四郎 (兵庫県立大学) 

 馬場 清喜 (高輝度光科学研究センター) 

 藤原 明比古 (高輝度光科学研究センター) 

 安田 伸広 (高輝度光科学研究センター) 

 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 計 10名 

 

議題： 「結晶化学における放射光利用研究の現状」 

開催主旨:SPRUC改編後の結晶化学研究会の活動方針，単結晶構造解析関連ビー

ムラインの現状と，利用研究についての議論と意見交換． 

プログラム： 

1.「SPRUC 結晶化学研究会の紹介」(5 分) 

兵庫県立大学 小澤 芳樹 

2.「BL02B1の現状と最近の研究動向」(20 分)  

高輝度光科学研究センター 杉本 邦久 

3.「BL40XUピンポイント回折計の現状と今後の改造計画について」(20 分) 

 高輝度光科学研究センター 安田 伸広 

4.「BL38B1の紹介」(20 分) 



高輝度光科学研究センター 馬場 清喜  

5.「独立原子数 1000を超える巨大無機分子の結晶構造解析」(20 分) 

東京工業大学 尾関 智二  

6.「表面薄膜の単結晶 X線構造解析法の現状と展望」(20 分) 

兵庫県立大学 鳥海 幸四郎  

7.「討論	
 －結晶化学分野における SPring-8 の現状と将来計画－」 

(発表者 敬称略) 

議事内容： 

	
 SPRUC結晶化学研究会発足後の初めての会合として開催した．前半は単結晶

Ｘ線回折実験に関連する SPring-8 ビームラインの現状について，三名のビーム

ライン担当者が講演をおこなった．後半は，二名の講演者が放射光利用による

結晶化学分野の研究例について発表し，その後引き続いて総合討論をおこなっ

た．詳細は以下の通りである． 

 

1. 研究会世話人代表の小澤 芳樹氏が SPRUC 結晶化学研究会の発足と活動方

針，現状について簡単な説明をした．登録会員数は 2012年 8月時点で 124

名となり，旧利用懇の時の約 10倍に増加したことを紹介した． 

2. BL02B1 ビームライン担当の杉本 邦久氏が，結晶構造解析実験ステーショ

ンに新規導入された CCD回折計（図 1）の紹介を中心に，ビームラインの

現状について報告した．2012B 期より供用される CCD 回折計の架台設置，

時分割測定を始めとする実験環境の現状と将来計画．さらに，利用実験に

より研究成果の例（図 2）を紹介したi．  

3. BL40XUビームライン担当の安田 伸広氏が，ピンポイント CCD回折計（図

3）の現状と今後の改良計画について報告した．利用環境の整備とデータ精

度の向上目指して，今年度に予定されている CCD架台および 45°–χゴニオ

メータ自動ステージの導入について説明した．最近の利用実験成果につい

て発表された論文（図 4）を中心に研究例iiを紹介した． 

4. BL38B1 ビームライン担当の馬場 清喜氏が，タンパクビームライン実験装

置の仕様（図 5, 6）と利用実験の現状について発表した．タンパク以外の巨

大分子結晶などの単結晶Ｘ線回折実験のための利用環境の状況，申請課題

の実施状況（図７），研究例iiiを紹介した．  

5. 東京工業大学の尾関智二氏が，PF-AR を利用した巨大 polyoxometalate 分子

を含む単結晶構造解析の研究ivについて発表した（図 8, 9）．1000 を超える

独立原子のパラーメータを迅速に精密化するための SHELX プログラム使



用法について解説した． 

6. 兵庫県立大学の鳥海幸四郎氏が，表面薄膜単結晶構造解析法（図 10）の開

発について講演した．表面薄膜の単結晶構造解析法の意義，BL13XU ビー

ムラインを利用した実験成果，問題点と将来の展望について発表した． 

7. SPring-8 IIの計画など，今後の放射光実験施設の変革が結晶構造解析，結晶

化学研究にどのような影響を及ぼすのか議論をおこなった．特に，マイク

ロビーム，低エミッタンス，高いコヒーレントなど高性能化する放射光の

性質を用いた新たな実験手法，研究分野の可能性について意見を交換した。 

 

以上 



 

  

	
  

 

	
  

 

	
 

図 6. BL38B1回折計．	
 図 5. BL38B1ビームラインと実験装置．	
 

図 4．結晶構造解析された積層フタロシア
ニン希土類単分子磁石集合体  (ref. 
2b)．	
 

図 3. BL40XUピンポイント回折計．	
 

図２．高電界下での時分割Ｘ線実験	
 

図 2. 高電界下での時分割Ｘ線実験	
 図 1. BL02B1に導入された CCD回折計．	
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図 10. 表面薄膜単結晶Ｘ線回折実験．	
 図 9. 巨大無機分子の単結晶構造解析例 
(ref. 4b)．	
 

図 8. 巨大無機分子の単結晶構造解析例 
(ref. 4a)．	
 

図 7. BL38B1低分子結晶実験の状況．	
 


